
環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

令
和
５
年
２
月
号
　
N
o
.299

広
報
つ
る
お
か

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

歴
史
に
見
る
六
十
里
越
街
道
の
む
か
し
む
か
し

■出典　『朝日村史　上・下巻』、『六十里越街道にかかわる歴史と文化』、『山形県朝日村 六十里越街道』

出
羽
の
古
道

庄
内
地
方
と
内
陸
を
結
ぶ
「
六

十
里
越
街
道
」
は
、
約
１
、
２
０

０
年
前
に
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

山
岳
信
仰
が
盛
ん
だ
っ
た
室
町

時
代
〜
江
戸
時
代
に
は
、
湯
殿
山

へ
の
「
お
山
詣
り
」
の
道
と
し
て
、

東
北
や
関
東
な
ど
か
ら
訪
れ
る
行

者（
参
詣
者
）で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
庶
民
の
生
活
に
も
欠
か

せ
な
い
道
で
、
庄
内
か
ら
は
魚
介

類
や
ろ
う
そ
く
が
、
内
陸
か
ら
は

紅
花
や
真
綿
、
豆
や
葉
タ
バ
コ
等

が
背
負
っ
て
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

10
代
忠
器
の
参
勤
交
代

庄
内
藩
主
が
参
勤
交
代
を
行
う

際
、
通
常
は
現
在
の
三
川
橋
辺
り

に
舟
を
数
珠
つ
な
ぎ
に
し
た
舟
橋

を
作
っ
て
赤
川
を
渡
り
、
藤
島
か

ら
清
川
（
庄
内
町
）
に
出
て
、
新

庄
ま
で
舟
で
最
上
川
を
上
り
、
羽

州
街
道
・
奥
州
街
道
を
通
っ
て
江

戸
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
天
保
６
年
（
１
８

３
５
）
旧
暦
３
月
は
、
大
雪
の
た

め
、
清
川
付
近
の
残
雪
が
多
く
雪

崩
の
危
険
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

急
き
ょ
六
十
里
越
街
道
を
通
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

街
道
中
に
あ
る
大
網
村
は
大
日

坊
が
本
陣
と
な
り
、
10
代
当
主
酒

井
忠た

だ
か
た器
の
宿
泊
所
と
さ
れ
ま
し
た
。

宿
泊
が
３
月
11
日
で
、
通
達
が
８

日
の
夜
だ
っ
た
た
め
、
大
至
急
で

準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
村

は
大
騒
ぎ
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

藩
主
一
行
は
宿
泊
翌
日
の
早
朝

に
大
網
村
を
出
発
。
本
道
寺
（
西

川
町
）
ま
で
の
約
８
里
を
、
村
人

総
出
で
送
り
届
け
ま
し
た
。

独
鈷
の
清
水
と
ね
じ
れ
杉

ブ
ナ
に
囲
ま
れ
た
、
田
麦
俣
か

ら
湯
殿
山
ま
で
の
道
中
に
「
独ど
っ
こ鈷

清
水
」
と
い
う
、
こ
の
付
近
で
は

唯
一
の
湧
き
水
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
昔
、
喉
が
渇
い
て
困
っ
た
弘
法

大
師
・
空
海
が
、「
独
鈷
（
銅
や

鉄
で
で
き
た
両
端
の
と
が
っ
た
短

い
仏
具
）」
で
こ
の
場
所
の
地
面

を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
清
水
が
湧
き

出
し
た
こ
と
か
ら
、
独
鈷
清
水
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
脇
に
は
「
独
鈷

の
ね
じ
れ
杉
」
と
呼
ば
れ
る
杉
の

木
が
あ
り
ま
す
。
喉
の
渇
き
を
癒

や
し
た
空
海
が
、
杉
の
木
の
葉
で

手
を
拭
い
た
と
こ
ろ
葉
先
が
ね
じ

れ
、
そ
れ
か
ら
は
い
つ
も
ね
じ
れ

た
葉
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
名
称
の
由
来
で
す
。
そ
の

独鈷のねじれ杉独鈷 ねじれ杉

●
問
合
せ

本
所
政
策
企
画
課

☎
35
‐
１
１
８
４

杉
の
木
の
横
に
は
、
13
代
・
15
代

当
主
酒
井
忠た

だ
ず
み篤
書
の
「
湯
殿
山
独

鈷
杉
永
代
保
存
之
碑
」
が
大
正
２

年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在

明
治
後
期
以
降
新
し
い
道
が
開

通
し
、
表
舞
台
か
ら
退
い
た
六
十

里
越
街
道
。
現
在
は
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
の
コ
ー
ス
と
し
て
、
ま
た
観
光

地
と
し
て
県
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
六
十
里
越
街
道
を
愛
す

る
地
元
の
有
志
が
中
心
と
な
り
、

来
訪
者
が
安
全
に
歩
け
る
よ
う
に

整
備
や
道
案
内
を
し
な
が
ら
、
そ

の
歴
史
を
後
世
に
つ
な
ぐ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

街道のシンボルであり、千手観音
のように枝を広げる「千手ブナ」
街道 シンボルであり 千手観音

湯殿山独鈷杉永代保存之碑
（酒井忠篤書）

湯殿山独鈷杉永代保存之碑

酒井家庄内入部400年記念事業

小冊子『庄内の歴史ハンドブック』を制作しました
小・中学生向けに庄内の歴史や文化をまとめた小冊
子を制作しました。市内高校生も編集に参加し、酒井
家が庄内に入部する前の時代から幕末・明治時代まで
を中心に、図版を多く取り入れた内容となっています。
　１月には、庄内地方の小・中学校に、授業や地域学
習などで活用できるようデジタル版を配信しました。
また、今年度中に紙版も発行し、市内全ての小学５年生
～中学３年生に配布するほか、市内の各コミュニティ

センターや庄内地方の図書館等にも設置する予定です。
　デジタル版は、酒井家庄内入部400年記念事業の公
式サイトで公開しています。世代を問わず学べる１冊
となっていますので、ぜひご覧ください。

●問合せ　社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4868

デジタル版は
こちらから


